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ること
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ることはや掠りた ぎない。
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1 .学習負担問題

世紀の変わり自にあたって、「学校生徒の学習負担を軽減せよJという は中国社会の各分野

からの関心を引き寄せているO 負担過重問題は一つの特別な焦点となっている。マスメディアは学

校生徒の過重負担問題に論争の渦を巻き起こす。ではこの論争はどこから来たのであろうか。

1999年の終わり中国新江省金華市のある中学校の生徒がハンマーを使って自分の母親を殺し

件があった。その理由は彼の母親が彼を勉強へ押し付けすぎたことであった。同じ年に温州市で二

人の中学生がクラスメートのお金を奪いとり、その後平然とクラスメートを刃物で殺してしまった。

これらの悪質なケースはついに国家最高指導者の注意を号iいた。中国教育部部長は、 2000年1月7

日に開かれた生徒の学習負担を軽減するための盟家テレビ会議で「生徒の学習負担を軽減し、素質

教育を促進するJというタイト jレの演説を行った。国家主席は2000年2月1自に同じ問題について

スピ…チをした。人民日報（国家の主要な新聞）は2000年2丹12日にある評論員の論説を載せた。

と全国政治協商会議のメンバーは2000年3月の会議に際し、この問題に叡り組ん

だ。学校生徒の過度負担問題を解決するために、国家教育部と各レベルの政府教育行政機関は多数

と規定を発行し、学校教師、校長、学者などは数千部の論文を発表した。

一部の学者は生徒の過度の学習設担問題が中国の教育システムの癌であると見なしているO 毛沢

ような絶対的な権威があってもこの病気を治すことができない。彼は1964年の旧正月に教

る会議を開き、「今学校では科目が多すぎて、生徒に大きなプレッシャーを与えている。

る方法もよくない。生徒が敵だと扱われ、テストは予告無くまるで生徒を攻撃するかのごとく

れる。Jと指摘した。「半分ぐらいの科吾がカットされていいと忠う。それで生徒が娯楽、水泳、

球技と自由に読書する時間を設けられる。J教育部は学校艇に対して生徒の学習負担を軽減しろと

要求した規定30条以上を公布したにもかかわらず、すべての努力は皮肉な結果になってしまった。

政府の指導者がこの問題に注意を払えば払うほど、関連している権力機関が規定をたくさん出せば

出すほど、子供たちの負担問題が深刻になっていくだけであった。

2.中国の生徒たちがどれだけ過重な負担を抱えているか

2000年1月7Bに教背部部長が行った演説は、中国の学校生後が抱えている学習負指の欝くばか

りの現状を明らかにした。生徒がとらなければならない科目数が多すぎるのであるO 中学生ぐらい

のレベルで、すで・i;::30科目以上ある（9個の学問科目、 6個の課外活動科自と20個ほどの関連した特

別トピックの科目）。中学校2年の生徒は普通少なくとも19冊以上の教科書と21冊以上の練習振を

持っているD 生徒は通常一自に7つから 8つまでの授業があり、そして多くの学校は生徒に早朝に

登校することと夜の学校での自習クラスに参加することを要求するO 中学校2年から高校3年まで

の生徒は週末や休日、夏休みと冬休みにも登校しなければならない。普通レベル以上の生徒は宿題

を完成するために2時間かかり、そのほかの生徒は2時間から 3時間の時間が要る。毎日たくさん

の宿題があるため、生徒たちは重い通学かばんを持ち歩かなければならない。中学校低学年生徒の

通学かばんの重さは10キロまで及ぶ。

学校生徒の過重負担の実態は、教育部部長がスピーチに述べた内容よりも深刻であるO 多数の親
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って、子供に詰め込み勉強をさせているO 子供に特別な才能 もないのに、

るとき もらえ

スポーツスクールあるい

ょう つ

で、 ペコ 1）ンゼッ

ったある 2 ク。スクー

スケジュー jレである。

月曜日から金曜日まで

5: 45 

6 : 00 

6 : 15-6 : 30 

6 : 30-8 : 00 

8 : 00-11 : 30 

12: 00 

13 : 00-15 : 00 

15 : 00-17 : 30 

1 7 : 30 -18 : 00 

19: 00-22: 00 

日の夜に2

日と日曜日

7 : （〕O

7 : 30 

8 : 00-11: 30 

11 : 30 

13: 00 

クラスあるい

テレビを見ることが許されている〉

17: 30 

19: 00-21 : 00 

スクールに行く（スクール名は明言されていないが、

おそらく美術スクールかスポーツスクーノレであろう）

晩御飯

3.どのよう

ケースかもしれないが、

るのか

ちと

さをうかがわせる。これ

ひど もたらした。

3. 1 つ

にわたって計画的なサンプリングに基づく縫藤診慨が行われ、そ

しく高くなったことを示した。都市部では、小学生の22.78%、中学生の55.22%、

そして高校生の79.34%が近視であり、農村部では、小学校男子生徒の11.6%と女子生徒の15.7%、

と女子生徒の44.6%、高等学校男子生徒の53%と女子生徒の64%は近視で

あるO ー」， Lつ さ しているとは判断
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しがたい。栄養や照明など、この現象に寄与するほかの要素も考えられるO しかし、都市部青少年

の近視の割合が農村部より高いという事実は、過度の学背負担がこの問題にもっとも寄与している

ことを物語っているO 中国では普通なら子供の栄養の面と学習環境の面においては、都市部のほう

が農村部より優れているからである。

過疫の学習負担問題は単に子供の生理的な発青に影響しているだけでなく、彼らの精神的な発達

にも影響を与えている。親側と学校側は子供たちを勉強へ押し付けすぎており、たくさんの子供が

に不安と憂欝を感じているO そのような精神的な状況の中、彼らは自信＠自尊心を失い、

団から疎外されがちであり、自己中心的な性格を形成していく。どうやってほかの人と付き合って

いけばよいかわからない。それで彼らはどうも精神的な倒錯と反発を起こしがちのようであるO

近青少年の暴力行為に関する心痛ましいケースがよく関かれるが、以上はその涼図を部分的に説明

している。

3.2 過度な学習負担開題は九年制義務教背の普及を妨害している

は各種の練習帳や指導資料を買わされており、それらの資料にかかる費用は貧しい家庭にとっ

る。ある調査に基づくと中学校2年の生徒は平均21冊、 116.8元に相当する参考書を翼

わなければならない。地方では1999年において一人当たりの平均年収はたったの1924元にすぎな＼， )0 

しかし、小学一年生が支払う年間の費用は462元まで及び、一人当たりの年収の24%に相当する。

ら平均年収の34%に相当する654元が必要であり、高校一年生の場合は平均年収の

出%に相当する1214元まで、かかる。このような重い財政的な負担に余裕がなく子供を退学させる

もいれば、自分の子供が激しい受験戦争に勝ち残り最終的に高等教育を受けられるような見込み

がないと断念し、子供を退学させる親もいる。そして一部の子供は自主性がなくて耐えがたい勉強

に退屈し、学校から離脱する。 1999年においては、中学校の在学率が89.9%であり、中学卒業生の

は50%である。一部の省においては、退学し

であった。

は財政的な制約が一番の要因

3.3 過度な学習負担開題i玄関家の全面的な表質教背政策の実行を妨害している

朝から晩まで勉強させられていれば、子供たちは本来学習にあるべき楽しさを見つけることがで

きず、学習に対する興味を失う。勉強に興味がなければ、探求しようとする好奇心も失うため、彼

らの創造性を発展させることもできない。学校での活動が単に試験の点数を高めるために組織され

ているのであれば、学校には生徒たちの個性と幅広い才能の発展の空間が残らない。教師たち

はなく、試験のために教授している。学校教育においては、道徳の教育より知

創造性の発展より捧培記、潜在的カリキュラムより教室での教授、実用的な技能より

ら得る知識、地域社会への貢獣より の活動

ヰ．過度な学習負担問題はどこからきたのか

生徒の過度な学習負担問題を生じさせ は多数ある。

制度的＠経済的環境は、当然過度の負担にかかわっている

一時一

おいている。

ちが生活している文化的＠

の要素であるO 中国の膨大な
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であ ＇c)0 

きない システム もう一つ

である。
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れる。
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のことわざにも
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り上

あ

る。そ

ための

メンバ…へと通り？友ける

ために競い合う狭い通路のことを意味する凸親と学校は子どもが確実にこの丸木議を渡れるように、

る

。このようなやり

まじいプレッシャーをかサている。

経.5%は自分の子どもに博士学位までとってもちいたいと望んでいる。

どもたち ーコ

向こう側の

｝！ 

ことを誇りとしている。しかし、

る にうまく

これらの

どもたちが…一つ事え

る

どもたちにできるだけたくさん

ければならないむもし彼らがマイクロソフト社の吾

Windows につい

民Tindows3.0のことか

いる。

とができるであろうか。

ちがWindows98か2000

ければならないむ

ょっ

っているにもかかわら

る知識のなかに生きて

ちにどう身につけさせるこ

むことを学校のおよび どもたち
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命であると考える時、我々は子供たちに漏えられない過度な負担をかけることになるのである。

我々の伝統的な学習に対する観念からみると、強制された学習は不可避なものであるO 我々は子

どもたちが現在行われている勉強が彼らの将来にいかに役に立っかを理解していないと考え、彼ら

を強制約に勉強させなければならないと倍じている。中国の学校では学習環境において先生が中心

となっている。中国の伝統的な文化では、生徒にとって先生は「天、地、王、父Jの次のような重

要な役割を果たしていると考えられているO 先生が教室を支配し、生徒がただしきりにメモをとり

続ける。一部の教師は生徒を尊重することすら知らない。また一部の教師は学習に手間叡る生徒に

編見を持ち、中国の教室では教師が生徒を冷やかす光景も珍しくない。体罰まで振るう教師もいる。

このような好ましくない状況の中、生徒が勉強に対して抵抗を持つ傾向が現れているO 中国青少年

研究センターと北京師範大学が実施した調査によると、小学生の8.4%、中学生の10.7%、高校生

の4.3%だけが「勉強が好きだから」を学校に通っている理由として答えているO

4. 2 社会的価値観、人口、経済と教育の発展レベルが過重な負担問題に寄与している

中国は市場経済社会に入っているO 近年来市場経済システムによってもたらされた激しい競争が

中国社会の全体を支配し、深刻で過度な学習負担問題にも影響している。高学歴をもっている人々

は社会的地位上昇への梯子に上るための有利なスタート条件を持つO この観点からすると、生徒の

過重な負担問題は激化しつつある社会競争を映し出している。中国は一人あたりの平均国民総生産

がわずかでありながら、世界でもっとも膨大な教育システム ている。これは中国の教育シス

テムが長い間ピラミッド型の構造を持ち続けたことを意味するO 中国政府はこの3年調、大学への

進学人数を増やすために最善を尽くしてきた。しかし、全体的な大学進学率は依然、として9%ほど

しかなし、。高等教育の規模と発展スピードは国家の経済発展の要求に一致することはできるが、進

学希望者の要求を満足させるまでにはまだ程遠い。相対的にサイズの小さい高等教育が、中国の国

家統一大学入学試験を世界でいちばん競争の激しいものにした。あらゆる側面において質のいい学

校は、まだまれな存在である。学校の不均衡な発展は中国教青システムの基本的な特性を構成して

いるO これらの要国が過重な学習負担問題の原閣になっているO この徹底的な競争原理が学校、教

師、親へもたらした直接的な反響として、彼らの子ども達の勉強量を増やしているO

過重な負担問題の原因となるもう一つの要素は、出版社と学校が作り出す利益である。このよう

な大きなマーケットがあると、出版社が数多くの補足学習資料を出版しているのを理解することが

できるだろう。ある意味では学校も利益を得られるので、出版社の手助けをしている。現在中国の

学校が生き残るためには政府から受けている資金に頼っているだけでは難しく、彼らは新しい収入

源を開拓しなければならない。その源泉のーっとして、彼らは生徒に補足学習資料を勧め、セール

の委託手数料を受け叡るのである。

5.生徒の学習負担を軽減するために何がなされたか

1999年以来、政府と学校は生徒の学習負担を軽減するためいろいろな試みを行ってきた。

システムの改革が総体的に生徒の負担を軽減することに前向きな影響を与えた。
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5 . 1 1999年以来大学入学者数が大きく増加した

と ると、 さすぎた。 1998年において入学許可された

い 157万人に至った。 2000年には200万、

される。 2001年の数より10%多くなる。 1998

した学生数も含めると12%に達した。

2001年；こは250万、そし

はたったの4%だったが、

る。

ここ 3

ち

3

ら

る

つ

しかかるプレッシャー

ある程度カットし、

jと

は

らげることができ

うための時間と

えることができる。

5.2 れた

く ることができるようになった。

それゆえ、少なくとも理論的に

るため

リソース

した。

る

にはそうであ

じたプレッシャーから解放されたよう

る。

る。

である。

5.3 

いる。

けられるプレッシャーも常に小さくなっていく。

って代わった

る行政レベルが低

5.ヰ 政府が高校教曹を拡大するための政策を制定した

いと予測される。そしてこ

れるむしかし2000年度はすべて

り、 は825人である。

かっfこO

2001年において、

しなければ、

レベルの は

あ

け入れるため、

7 

対する

は2001年において、 で5千人多い

るために、重点高校に

け入れた生徒数は、
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前年と比べて50%増えた。また2002年に受け入れる予定の新入生数は2000年の2倍となる予定であ

る。 2005年までに北京市には60校のモデル高校（現在重点学校と呼ばれている）が設立されるO つ

まりこれらのモデル高校で、勉強する生徒の数が、市内高校生総数の半分を構成することを予言して

いる。中央政府は中西部地方の各省において高等学校を革新し、規模を拡大させるために特別な資

金を供与するO また個人や企業が高校を作ることを奨励しているO

5.5 全国大学統一入学試験システムが改革され、入学政策も変わった

2000年以前は中国の大学芯願者は六つの科目成績試験を受けなければならなかった。人文あるい

は社会科学を専門としたい志願者は政治科学、国語、数学、外国語、歴史と生物といった六つの科

目を、そして科学、技術、医学等を専門としたい志願者は政治科学、国語、数学、外国語、物理、

化学科目の試験を受けなければならなかった。教育部部長が1999年2月に「3+XJといった新た

な計画を発した。この「3Jは国語、外国語、数学の三つの試験を意味する。そして、 1XJ，ま試

験の未定数を表しているが、通常人文と社会科学の包括的な試験と科学の包括的な試験が行われる。

そして、大学には各校の必要に応じてーっか二つのテスト科目を選択実施できる権利が与えられた0

2000年には、五つの省（広東、江蘇、新江、山西、吉林）がこの計画を実践した。引き続き13の省

が2001年にこの計画を実施した。 2002年においてはすべての省がこの新しい大学入学試験システム

るO これらの試験は学力考査試験と適性検査の混合であるO この試験システムは、志願者

した知識を駆使して問題を解決する能力を検査することを毘指しているO これ

iっ

ように計画された。

2002年には北京、上海、そし

験を行うことになった。これ

開策となった。

2000年まで、

と技術の進歩、

もはや機械的な学習で良し

いる問題と論点に関心

とができなくなった。

り、試

らすための重要な打

は年に一度だけ実施されていた。そして、試験成績はその年

しか使えなかった。これは、ほとんどの志願者にとって、生涯に一度しか受けない試験が彼

らの人生に決定的な影響を及ぼすことを意味しているO 北京と安徽省が2000年にこの全国統一大学

入学試験を二田行った。それ以来、すべての省が年に二国この試験を行うようになった。この実践

は生徒と学校の受けているプレッシャーをある程度和らげた。

高等教育供給源がきわめて限られていたため、 2000年まで大学受験は！日来の大学学習年齢群の人

びとだけの特権であった。教育部は2000年に年齢制限に関する規定を緩和し、 25歳以下の人全てに

る資格を与えた。そして2001年にこの年齢制限は完全に解除され、また未婚であるこ

とは大学入学条件の一つではなくなった。この改革は高等教育の概念において非常に意義深いもの

である。これは中国の高等教育がエリート設階から大衆段階に移ったことを意味する指標であるO

けることが中国の歴史上はじめて公民の権利となった。生徒の学習負担を軽減するた

めにも非常に意味深いことであるO この改革によって、中国の若者が高等教育をスタートさせる

期を選べるようになる。丸木橋の幅が広くなったのであるO

1996年までは職業学校、専門学校、技術者訓練学校の卒業生は高等教育から除外されており、彼
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ステムに変える

e地方、学校と生徒の現状にもっと適合できるようなカワキュラムを構成する

5.6.2 カリキュラムの構造が訂正された

小学校レベルではカリキュラム構造は各教科に基づいていた。現在、改定したカリキュラムにお

いて基本的な科目形態は総合的な科告であるO 小学校の低学年には道諒教育、生活、国語、数学、

、芸術（あるいは音楽、美術）が提供されている。中、高学年には道徳、教育、社会、国語、数

学、科学、外国語、総合学習、体育、芸術（あるいは苦楽、美術）があるO 中学校レベルでは単科

も総合的なコースも提供されるO イデオロギーと道徳教育、国語、数学、外国語、科学（あるいは

物理、化学と生物学入社会（あるいは歴史と地理）、体育と保健、芸誌？（あるいは音楽、美術）、

などが含まれる。すべての中学校において総合的なコースを提供することが推奨され、ま

た選択科目を提供する試みが行われているO 小学校一年から で、書道は国語、芸術、

あるいは美術に加えられるO 高校のカリキュラム講造の基本は主に単科によって構成されているC

高校においては生徒個々の異なるニーズに応じて単位式システムを採用することが推奨されている。

個人の発展を促進するために、学校が多種多様な選択科目を提供すべきであるO 小学校から高校の

段階まで総合学習が必要とされるO 総合学習の基本的な内容には情報技術、教育、実地探検、地域

への貢献、社会実践、労働技術、技術教育などが含まれるO 総合学習の自的は次のとおりである。

＠生徒の調査と創造する意識、そして問題を解決する能力を高める

。研究方法を学ぶ

修生徒の社会責任を確立する

＠生徒が矯報技能を利用できるよう る

＠生徒にそれぞれの違う職業を探求できるチャンスを与える

5.6.3 リキュラ が出版される

この f基準Jは教授材料の編集、教授、評錨およびテスト項目の編集にあたっての原知を示し、

生徒の知識、技能、手！顔、方法、態度と価値において各段階における基本的な必須条件を提言し、

各課程の性質、目標、内容枠組みを明らかにするO またこの基準は義務教育において公民権の求め

る基本的な要件を示す。すべての生徒がこれらの要件を満たさなければならない。この段階の教育

の自的とは、生漉教育に向けて生徒の願望と才能を伸ばすことであるO 当 f基準』は生徒が全ての

要件を満たすことのできるようにデザインされる一方、生徒の異なる要求に応えるべく様々な資格

と選択肢を提供する。高等学校教育の目的は生徒が生存、行動、創造の方法を学ぶための確由たる

基盤を作ることである。

5.7 政蔚が厳搭な規則、規制を設けた

レベルの政府機関が生徒の負担を軽減するために多数の文書を発行した。中には、各学年にお

いて生徒が宿題に費やす最大の時間を規鞘する もあり、生徒のための参考書のリストを規制す

るような文書もあるO 学校がそのリストに含まれていない本を生徒に販売することが禁止されるO
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